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1 はじめに

エゾゴゼンタチバナは，圏内では北海道にのみ分

布する稀少な組物で，環塊庁レヴドヂータプツク

(2飢淘)では絶滋危倶種 (E N) ，北海道レッド 'J ス

卜e;.仮泊)でt三和少種( R) に指定されている 海

岸林の林床や湿原に生脊する穂で，利尻島積宮地E

では 1995 年に本種の存在治唱寵されたが，鳥内の

他の地区や礼文島では6・Sまされていない(小杉1

1997) したがって本種はこの地底の練生を特徴づ

ける績であり。 tた問調量的に分布している健体群と

しても興味深い

今回の調査では!種官地 Eのエ、ノプゼム〆タチパナ

姐体群の傷量を把錫1.-，纏移を;ai!'するために周定

調棄巨を股置した本酋では!鯛査個体 2撃のサイズ

権迭と周辺環境との関係について検討する

現地自問査には利尻在住の小杉和噛さん{利尻島

a然情報センター)底本塁恵さん佐々木光子さん

に.加いただき，小杉さんに以現地の案内など便宜

を図っていただいた佐蔵将彦さん(刷尻町立博物

鎗)には』調査の準備実緒，研究報告への掲般で

お世鑑になった以上の方々に心から感鮒申し上げ

る また，エゾゴゼンタチバナの分布に関しては，

(株)野生生物総研の北海道継物情報処理システム

(ECP L.A NT ，日野間( 1押，)曾閥)を使 m した な

お本間査は，北海道の事実である高山植物ヂ タ

ベース作成..e;.氏lO年度)の環として実錯した

2 簡費地と飼査方法

(I)エゾゴゼンタチバナについて

エゾゴゼンタチバナ(ぶゾノプゼンタチパナ)

Conlll$sue ロα はミズキ耕の多年草で，近縁のゴセ

ンタチバナとは繋が対生につくことで見分けられる



" 最辺修丹羽砲兵ー援辺辰之

写真 1 調査佳雄(舗禽濁

地全景)

(山崎， 1985) 霞向では北海道にのみ分帯し p 主に

道東地方の海賂持や湿原に生育しているが，車北地

方の一徳にも散夜していることが知られている{伊

藤ほか 1985) 道内の穣包地点は 36 メッシュ(，

キロ闘方)であるが!そのうち 12 メッシユが灘北

泡方の確露地である

本種は地下蓬で連結した多Ilの地上蔓{シュー

ト)が群生して生育するーつのシユ}ト，.高さ 11).

JScmほどで....対の灘がつき，頂上に l 個の花序

をつける(図 1). lEI!'は 4 枚の白色の a霊感片を持

ちp そのゆに十数鋼の花を付ける果実は液果核で

赤熱する
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(2)調査地の概要

調査を行なった利尻町種省地区は利尻島の北西都

に位慢し誕地楓生1; 1 1.Oha 程度の面積で分布して

いるか j、杉， 1997) この湿地嫡生の優お種ほイワ

ノガリヤス クマイザサヲガボノシロワレモコウ

などである覆土問 (2α Xl)は織金を 7 群訴事に分け!

そのうちガンコウラ〆群落エゾゼンテイカーヌマ

ガヤ群議イワノガリヤス クマイザサ群訴事でエゾ

ゴゼンタチパナを包めている今回の関査は白この

巨分でエゾゼンテイカ ヌマガヤ群落とイワノガリ

ヤスークマイザサ群議に相当する巨械で災施した

(3) 調査方法

御査区は』植生を痛めないように配慮しで木直に

沿うように殻置した 悶 2 のように木通の商館に

lmX1m の方形臣会進絡して並べて関釜 Eとした

木道の補地を原斑とし調査 Eの長さは木造東側は

17m 勉点まで西側は 62m 地点までとした延べ

調査区蘭繍は 119m 1 である

自時査区内で稽 U したエゾゴゼンタチパナについ

て!位置(原点からの距雌)を記録して プラス

ティック'慢の調整ラベルに番号を記入したものをそ

ばに 2をして側体後別した枕(個体)を単位として，

それぞれの長径短径高さ地上茎数(一郎の休

のみ)花序数(果実で判断)を針測した総の定義

はz 地上茎の分布を叙務して まとまりがあり他の

摘物によって分断されていない範囲として考えた

また周辺環績の指線として!その縁の所属する 1m

X1m の方形 Eの優占種とその軍大高を槌生高とし

て記録した

(4)分桁方法

各線の長径と鍾径から緋薗積を繍円近似して算出

した株荷積高さ地上茎数花玲数の関係を回

帰分析で検討した優占種植生高と株密度続サ

イズとの関係は方形誼単位で集針して分散分 4野

写真 2 ， . エゾゴゼンタチバナの大き

な徐， b 調査方法(味サイズの尉測)，

0. 11査方法(侵占鍾の高さの尉測)
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自9・分¥rで検討した

3 舗嬢

(I)健体数と分布

調査E向で223徐のエゾプゼンタチパナを倍程し

た幽現した方形巨は"で調査した 118 1J~«の

岨嶋にあたるが，調査巨のはじめのE聞(湿旭甫喝}

では全〈幽裂していないため(図 2). 出現し始め

た 26m鎗点からでは 8供ぬにあたった健体致密度

は出現方形巨あたりでは 3.'絵/m' 関釜E全体で

I.'徐/m' となった方形区あたりの線数は銀大で

8鈴"ヮた

個体鮮が占有する面積は 51342cml で，出現方形

巨あたりでは，ぴぬ!関査区全体に対しては 4.4怖の

面繍を占めていた 方形Eあたりの最大緋面積は

3891cmJ で 3供めだった

(2)・体 S撃の傷遺

・Jl'サイズの館側主して録画樹高き地上蓋微

を検討した傍面積は平均必よぴ領事・~が 230.2

玄 42S. ()cml， .医大鎗柑 em J (7恥m X7 加n) で 6

l CM>c mJ 階がもっとも多い L字髭分布を示した(函

3a) 高さほ，平均および緩急偏差が 25.0 土

S.2cm', .医大“ om で. 20-30em 階がもっとも多

い正規分布を示した(図 3 b) 地上蔓散は 145 償
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(b) 平淘総面積との関係

体についてのみ数えた結果平均および様準偏差が

6.7 土 10.6 本短大同志でか5 本附がもっとも

多いL字型分布を示した(図 3 c)

開花倒体は 32 個体で 14% を占めた花序数の平

均および線接偏差は 4.5 土 5.3 花1l'. I医大 21 花序で l

I花停の倒憎がもっとも多かった(留 4 )花序数は!

株面積 地上茎数と帯意な正の相関があったが

(R'-o.31, peO 田\; R1..().57, P叫凪J) (悶 5) 高さ

とは相関が見られなかった(肝0.6) 陽花畑作の般

小サイズは続前積 151 em'電池上茎数"ぶだった

(3)生育環境との関係

エゾゴゼンタチバナの生育する方形巨の優占種

は。クマイザサが28 臣(.-愉)エゾカンゾウが 17

[l (30'拘) イワノガリヤスが 11 lR (19<1ゐ) ナガ

ポノンロワレモコウ治安 1 lK(2 偽)であった これ

ら優白後の植生衡は平均 38.9cm でイワノガリヤ

スエゾカンゾウでは・ G日om 階p クマイザサでは

跡4lkm 階がもっとも多かヮた(図 6 ) 優占慢の

械金高は!優占積によって有志伝差があった(分散

分-Ii. P。冊J)

幡生衡とエゾゴゼンタチパナの生育個体歎像画

峨花1l' 1女平均腐との関係をみた結果z 生育個体

散との相「婦は且られなかったが (P>O.S) 姐生泌が

高いほど練面積花序散は小さく (R'・().14 ， P<.O.OI;

R' ・ 0.21 ， pea.aOI) 平均高は禽い傾向があった

(F.<..o .JO ，阿 as) (図7)

4 .号寮

(I)個体騰の構造の特徴

エゾゴゼンタチパナはー般に 10-20cm程度の高

さである(山崎 1985) が本網査地では 3lkm を

鍾えるものも見られた臨 7 のように周辺の植生施

が高い場所では1背の低い個体が少なく平均高が高

〈会っており J 草原の高差化に対応しである縫IJ' I立

高茎化できる種であると考えられる

しかし基本的には高さはせいぜい却om前後で!

ぞれより向く成長することは出来ないが!地上韮を

何本も東生することにより妹を鉱大させている本

0

20 "
.金高

(e) 率絢貨との蘭係

図 7 姐生誕誌とエゾプゼンタチパナの個体数 面

積平均高との関係

""
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調ヨを区では竃径 'lkm のものがあり .111 牽E外の湿

地中失寄りにはさらに大きな徐も見られたこのた

め個体のサイズ構造の指療としては，傍面積が適切

であると考えられるオクタープ階で作成した株面

積の額度分布は0- 1叩='階から次のサイズ階への

低誠事が 6496 ともっとも高いことから初期サイズ

での死亡惑が高いか停滞しやすいことが推量隠され

る また以蹄のサイズ階聞の低減ヨ院は 269 ‘~判%

k安定しており I 一定の推移事で個体の成長が行な

われていることを示験する

般にこのようなタイプの多年草は初期を除いて

死亡率も世<.長寿で繁殖を長期にわた。て行なう

と考えられるので本積も長期聞かけて個体群の更

衝を繰り返していると予想される

(2) 生育縄携との関係

生育環境の指練として..占種とその高さ(相生

高}を mいたが，植生が低いクマイザサ優占巨にお

いで，個体数は変わらないが 1 健体あたりの味面

積が大き〈なり 占有宿積花 F多数が多〈令る傾向 l

が見られた飼う正直の北側のクマイザサが優占する

背の低い相生では練サイズがさらに大き〈なること

から，この傾向が縫いていると曾える このような

環境が本種にとっで好適なのは，良好な光環境と湿

剰なご till 条件によると考えられる

(3)今後に向けて

本種に隈らず稀少な野生植物については，分布や

生脊環竣についての線告があるのみで!生活史僻

体欝の動態に関する情線はほとんどない絶滅の危

険性の推定や人為彫響の程度の評価のためには，生

息に関する情報を集積していく必要がある(丹羽 11

か.2t刷 本種の場合，改変を受けやすい平地の

湿地の植物であるため .5 に環境の夜化や生育地サ

イズの縮小に対する E定、を明らかにすることが重要

である本関委 Eは，再側釜町飽なように a安定され

ており，今後の続続寓査でj}健体の成長量や死亡

率，生育分布の夜化を追跡していきたいと考えてい

る また J 本側体鮮は他の個体群からさを間的にも歴

史的にもかなり隔鰻されていると考えられ，他地繊

の倒体群の格遣や動鰻を調査する機会を得て，比較

を院みてみたい

5 引用文獄

富士図裕子。五醐北海遭刑尻島種宮地区の溢捻植生

について利尻研究 19: 61-06利尻町立憾物鎗

日野m・~. 19町北海道植物情報システムについて

書多尼伺， 担:·28 北海道植物宜の会

伊.鴻司 日野m・~.~伊井秀鞠， 1985 北海道高等

植物g録 (JII) (鰻舟花類)た〈ぎん総合研究所

小杉和樹. 1円7 利尻島種官湿原の現状と保全につ

いて 利尻研究. 16:83-8 8 利尻町立情物館

丹羽真ー波辺修積辺辰之. 2000 既存待少植

物リストの検齢と生態調査の後案審多尼飼 l 口

18-23 北海道楓物宜の会

山崎 敏，円" フィールド版日本の高山繍物，

139pp 平凡枇


	Scan 22
	Scan 23
	Scan 24
	Scan 25
	Scan 26
	Scan 27
	Scan 28

